
取扱説明書
 

DUAL FOMER ⅡDUAL FOMER Ⅱ

※ ご使用前に必ずお読みください



各部の名称

本体寸法
電源電圧
電　　力
本体重量
加圧使用
吸引使用

ー ２ー

本体前面

電源スイッチ

本体後面

エアー接続口 (Φ８)

ヒューズ BOX (10A)

減圧コック

メインスイッチ
パイロットランプ

ヒータースイッチ
パイロットランプ
（加熱中点灯）

加圧釜

加圧釜固定
ハンドル ( 左右 )

ヒーター

昇降テーブル ノブ
（引っ張るとロック解除）

昇降テーブル 

シート固定板

模型作業台

サンド
ケース

圧力
ゲージ

吸引コック 加圧コック

仕　　様

：
：
：
：
：
：
：

W２８５×H４４０×D２８０ｍｍ
AC１００V　50/６０Hz
４００W
１３ｋｇ
０．１９～０．５９Mpa
７００ｍｍHｇ

付　属　品

配管用ホース
模型固定用砂、リング
マウスガード、スプリント見本
マウスガード啓発ポスター

別　売　品

加圧ポット︓加圧埋没、義歯修理用
減圧保管容器︓シート乾燥保管用



上段

中段

下段

（青いライン）

４．設置方法 

 

1. 設置する机は、できるだけ水平なものを選んで下さい。  

2. 電源は交流１００Ｖ（ 400W）のコンセントを使用し、蛸足配線は避けて   

下さい。また、アースは（第三種設置工事）必ず取り付けて下さい。  

3. コンプレッサーの圧力は、０ .１９～０ .５９ MPa（２～６ kg／㎠）でご   

使用下さい。  

4. 付属のエアー配管用具（φ８ジュンロンホース）等で配管して下さい。  

 

 

５．使用準備 

 

1. 加圧蓋固定ハンドルを緩めて、加圧蓋を右側に開きます。  

2. 昇降台は前面と後面のノブを両手でつかんで上下させます。後面のノブは  

三箇所でロックがかかり昇降台が固定されます。ポジションは上から順に  

上段  ：ヒーター加熱時   

中段  ：待機時（作業模型のセット）  

下段  ：シート材圧接時  

で使用します。昇降台を移動させる場合は、  

後面のノブを引っ張ってロックを外してから  

スライドさせて下さい。  

 

 

3. シート材固定板は、前後二箇所のネジを緩め、  

反時計回りにずらしてから取り外します。

※２か所のノブをつまんで外してください

 

– 

 

 

 

4. 模型作業台は格子状に溝が刻まれた円形のテーブルで蓋がしてあります。

通常はこのテーブルの上に模型を設置しますが、必要に応じ蓋を取り除き、

模型固定用砂を中に注ぎます。サンドケースに砂がこぼれたら戻してください。 

 

 

 

 

 

 

5. 減圧コックを回して、エアー圧を 0.19～0.59Mpa の範囲に調整して下さい。 
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ノブ

ネジ ( ローレットネジ）

サンドケース
※砂を使用しないときは外しておいて下さい



シート固定板に薄くラインが刻まれているので
昇降テーブルのラインと一直線になるように





1. 本機の圧縮空気以外での使用を禁止します。
2. コンプレッサーからの圧縮空気の管理に注意し、定期的な水抜きを必ず行
　 って下さい。
3. コンプレッサーエアーからの湿気や異物による本機の故障は、保証期間内
　 であっても有償修理の対象とさせて頂きます。
4. ヒータースイッチを絶対に入れたままにしないで下さい。
5. 歯科以外の目的でご使用にならないで下さい。
　　　　　

その他の使用例

注意点

ー 6 ー

① 模型作業台を取り外し、別売り品の加圧ポットを乗せます。
 ※加圧ポット ・ 模型作業台は器械本体の底板中央に正しく設置して下さい。

② 昇降台は上に上げて固定します。
 ※絶対にヒータースイッチを入れないで下さい。

③ 小型の加圧釜として使用する事ができます。水、湯をポットの中に入れる事も
　 できます。　　　

2.  加圧ポットの使用

用途・・鋳造リングの加圧埋没（ φ60m 程度までのリング　大榮 ST リング　#5 相当 ）
　　　　即時重合レジンによる義歯修理・テック製作（湯をポットに注いで技工物を入れ、加圧）

※別売り品を使用

ヒーターは使用しません



　その他
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【 故 障 点 検 】 万一故障が生じた場合は、販売店又は当社までご連絡下さい。
修理調達は全て大榮歯科産業に依頼して頂き、使用者側では
行わないで下さい。

【 保           証 】 当社に起因する故障の場合は、保証規定に基づき１年間は無償で
修理させて頂きます。
但し、次の各項による場合はその限りではありません。

・保証書の提示、保証書の日付の記載が無い場合

・本機を使用者側で勝手に改造された場合

・使用者側で勝手に修理調達をされた場合

・使用者の誤った使い方によるトラブル

・消耗品の劣化によるものについて

その他ご使用上、不明な点・質問等がありましたら、下記までご連絡下さい。

大榮歯科産業株式会社　本社　☎　（ 06 ） 6441－3332




